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小学校国語科における『外来語の表記』の指導について

告示『外来語の表記』と小学校国語科における外来語の表記指導の現状

平成3年2月8日の第18期国語審議会答申を受けて平成3年6月28日、内閣は『外来語の表記』

を告示し、その実施について訓令した。

従来、外来語の表記のよりどころとしては「外国の地名・人名の書き方(案)」(文部省・昭和21

年)、「外来語の表記について」(国語審議会報告・昭和29年3月)、「地名の呼び方と書き方く社会科

手びき書>」(文部省・昭和33年)、「地名表記の手引」(財団法人教科書研究センター・昭和脇年)

などがあったが、小学校国語科にあっては外来語の表記を特に取り立てて指導する体制にはなって

いなかった。平成元年3月告示の小学校学習指導要領に見られる外来語の表記の指導にかかわると

考えられる項目は以下の通りである。

田中瑩
*

. 門脇佳

[第1学年]

q)片仮名の大体を読み、また、書くとともに、片仮名で書く語に注意すること。

[第2学年]

じう片仮名を読み、また、書くとともに、文や文章の中での片仮名の使い方を理解すること。

[第3学年]

仂片仮名で書く語の種類を知り、文や文章の中で適切に使うこと。

これらはいずれも[言語事項]の"イ文字に関する事項,に位置付けられており、外来語の表

記についてとりたてたものではなく、片仮名の読み書き指導の枠組みの中で外来語の表記について

の意識も育てようという立場に立っていると見ることができる。また、第6学年では[言語事項]

の[工語句に関する事項]に次のような記載が見られる。

[第6学年]

Uう語句の由来などに関心をもつこと。

この項目について、『小学校指導書国語編』(文部省平成2年第3版 PI04)には、
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「漢字の由来」に関する指導事項と関連させるとともに、語源を知ったり、和語、漢字(※

漢語の誤植であろう)外来語などの区別についても関心をもたせるようにする。

と示されている。しかし、小学校及び中学校の学習指導要領本文には「和語」「漢語」「外来語」と

いう語種の名称は用いられていない。

甲斐睦朗氏も指摘するように、一般にこれまで国語教育界では「語種」の指導について意識的で

ない傾向が見られた。この度の告示を受けて指導要領も次回の改定では外来語の指導について必要

な手直しがなされるものと考えられるが、本稿は、現在、小学校にあっては外来語の表記に関して

どのような実態に当面しているかについて把握し、その実態に対応する指導法の一端を開発しよう

とするものである。

ところで文部省の「学校教育における外来語及び音訓の取扱いに関する調査研究協力者会議」は

平成3年2月に「審議のまとめ」を発表した。そこには「学校教育における外来語の取扱いについ

てJ 盛り込まれており、外来語の表記指導について、小学校から高等学校までの段階ごとに指導の

指針や範囲が示されている。その概略は次の通りである。

小学校第1学年から第3学年までの指導

外来語の表記の指導は片仮名の指導の中において行う。

指導の範囲は『外来語の表記』の「外来語の表記に用いる仮名と符号の表」の第1表左欄の

表記とする。(ただし、特に慣用の強いものについては同第1表の右欄及び第2表の表記によ

ることができる。)

小学校第4学年から第6学年までの指導

指導の範囲は同第1表左欄の表記及び右欄の表記の大体とする。(ただし、特に慣用の強い

ものについては同第2表の表記によることができる。)

中学校における指導

外来語の表記には原音や原つづりになるべく近く書き表すために用いられる表記があるこ

とを知り、必要に応じてそれを用いた外来語の大体の読み書きができるようにする。

指導の範囲は原則として同第1表の表記及び第2表の表記の大体とする。

高等学校における指導

指導の範囲は原則として同第1表の表記及び第2表の表記とする。

(※)は引用者

以上の指導指針を適用するにあたって、現場にどのような問題点があるかということについても

把握しておきたいと思う。

なお、以下の諭述の便宜上、『外来語の表記』の r外来語の表記に用いる仮名と符号の表」を資料

1として掲げておく。
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資料lr夕陳語の表記に用いる仮名と符号の表」

1.第1表に示す仮名は、外来語や外国の地名・人名を書き表すのに一般的に用いる仮名とす

る。

2.第2表に示す仮名は、外来語や外国の地名・人名を原音や原つづりになるべく近く書き表

そうとする場合に用いる仮名とする。

3.第1表・第2表に示す仮名では書き表せないような、特別な音の書き表し方にっいては、

ここでは取決めを行わず、自由とする。

4.第1表・第2表によって語を書き表す場合には、おおむね留意事項を適用する。

イ

ノ、 ヒ

第1表

オ

リ
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ノ、

ノ＼

キャ

シャ

チャ

ニヤ

ヒャ

ミヤ

リャ

ギャ

ジャ

ビャ

ヒヤ
1ネつ

ン(撥音)

ツ(促音)

(長音符号)

メ

ツァ

レ

ヴォ

ファ

ブ

プ

キュ

シユ

チュ

プイ

フイ

コ゜

ゾ

ド

ボ

ポ

キョ

ショ

チョ

シエ

チェ

ツエ

Jニヨ

^゛

プイ

^コ、

ヒユ

フエ

ジェ

ツォ

^゛

ブユ

ミユ

リュ

ギュ

ジュ

ビユ

ピュ

フオ

ヒョ
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2 小学校の教科書に見られる外来語の表記

①小学校の国語教科書に見られる外来語の表記

小学生が、国語科の主たる教材である国語教科書の中で実際にどれだけの外来語表記と出会うの

か、ここでは光村図書平成2年度版の国語教科書(1~6年)からその全用例を収集し、『「外来語

の表記」に用いる仮名と符号の表』に対応するように分類を試みた。前節にものべたように、第1

表左欄の表記は小学校下学年、第1表右欄の表記は小学校上学年でそれぞれの大体を取扱うように

求められているからである。

調査の結果は資料2の通りである。

資料2から次のことが考えられる。

0第2表の表記は非常にまれで、人名に限られる。(例「ウィ」rウェ」)

0第1表右欄を含む表記は、人名、地名では「デュナン」「ロンパ'ルディア」「カスティリオーネ」

など比較的難しいものが多い。児童にとって抵抗が大きいので、指導を必要とする。人名、地

名以外では「フォーク」rティー」(食事)、「ノンフィクション」(物語)、「ファースト」(野球)、

「ヒンディー」(言語)、「メロディー」(音楽)の六つがある。

0第1表左欄の中で、以下の音は外来語の表記としては提出されていない。

「キョ」「ショ」「ーヤ」「ニョ」「ヒャ」「ヒュ_1rヒョ」「ミャ」「ミョ」「りヤ」「りユ」「りヨ」

「ギャコ「ギョ」「ビャ」「ビュ」「ビョ」「ピャ」 rピュ」 rピョ」「ソ」

0第1表右欄の中で提出されていない表記は、「シェ」rチュJrツァ」「ツェ」「ツォ」の5つであ

る。

2

バストラックタイヤホースジャンプセンチ

ジャングルジムチャイムハムインクブラシポスト

トランプノートバナナピーマンピアノキャベツ

カスタネットロケットコップシールカーテンソース

ロープウエーカップシャツニューステレビチョーク

ライオンカンガルーチューリップアイロングローブ

チョコレートトンネルクロッカスヨットピーター

第

資料2 国語教科書に見られる外来語の表記

1

ノートスケッチガラスモデルマラソンピストル

コースボールリレーライオンミリメートルアフり力

ハンモックコックストーブセーターボートテレビ

ガラスブレーメンソースダンスミットシャツ

表 (左) 第 1表(右) 第 2 表
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バナナメロンスープカヌーアルバムマッチインク

ワルツヒットスイミー(人)レオ=レオニミサイル

ブルドーザードロップドアノックスープゼリ

スプーンシャベルハンマーボールバットペンチ

チャイムサイレンランプページベッドビスケット

ハーモニカアーノルド=ローベノレポケットマーク

ピエロチューリップクレヨンセロハンテープアメリカ

フランスロンドンニューヨークアンデノレセンイソップ

学

スキップ

年

へりコプターボートコップクレヨンモンゴル

スーホ(人)レスリングヨットトラックバスジープ

ストープスリップビニルホチキスバケツウーフ

ポケットプレゼントバットテーブル

ペンキベッドラジオモーターボートヨットロケット

スキーホテルノートスケッチボールメモギタ

ブランコパパママバスロープウエープールブザー

ボタンマイクロホンドアアメリカペンギンエルマー

ポケットゴムブラシコンクリートサッカーゲーム

プラスチックデパートタクシートンネルスケート

セーターコーラスキログラムメートルセンチメートル

スピードパンシャッポペンキシルクハットサイレン

グループレスリングリーダーポスターアルバム

コンクール

ミシン

年

レモンシグナノレブレーキアクセルシートエンジン

エプロンハンドルバックミラークローバーシャボン

四

サラダトースターパントマトアスパラガステープル

オルゴールセンターブロントサウルスプラキオサウルス

アロサウルスイクチオサウルスプテラノドンソース

セロアンデルセンマッチキャラメルチョコレート

学
ゴーシュアンコールドッジボールコートキュービット

フートエジプトギリシアスタジオンヤードイギリス

フランスバクテリアページマストジャケツロープ

レフ=トルストイアルプスクレーンゴムアンテナ

デパートラジオアナウンサーテレビアルバムリボン

ウィルソン

年

フォーク
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ノークラス

ダッシュ

ブラウス

トンネノ

セーター

トツラプ

ト

二

学

デ

ユ二ト、

イウ

三



カットストーブメラニンスライドリットル

アルコールクラスチョークダイヤルロボパトロール

プレゼントグループ

ゴムメートノレコンクリートリットルドッジボール

カップサイクリングボーナスヒットバットコーチ

ネクスト・バッターレギュラーアウトダイヤモンド

エラーグループサッカークラブメンバータイムズ

ハーケンザイルテープレコーダーカードパート

アノレトレコードハーモニーユーモアソプラノ

コンクールテストキロメートルメートルノート

アフりカヨーロッパアメリカドイツパンゲアマグマ

フロルパイプ エスキモーマルクカレーライスフツコ

エーミールベルリンパスツールコッホインド

キャンプスペインマリオコンサートフランス

ニコラ=アッペールナポレオンハムソーセージ

シベりアマンモスカメラコマーシャルプレゼント

ジョーンズ ブラウンチップマイルスミス

プラットホームコーヒーホテルレストランサーカス

ビルブレーキパンチーズビールオレンジレモン

オアシスボールポケットリールスポーツスイス

ジュネーブイタリアサノレジニアオーストリアラッパ

オランダナポレオンスープパンレ・ミゼラブル

ビクトノレ=ユーゴープロシアパリセーヌハイデン

ノーベルスキービニノレオレンジレムパーセント

ミノレクガレージ・セールカバー

五

学

カード

年

フォスター

アンリー=デュ

ナン

ロンバルディア

ソノレフェリーノ

カスティリオー

アルフレッド=

ウェゲナー
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テレビリズムスケートテーマロケットバケツ

カレーライスクイズガラスバクテリアアメリカ

ケンズ

バスティング

ウジェニ

カステラスープビルチャンネルノーテレビデー

キロメートルサハラアジアアタカマカラマ

グリーンベルトヨーロッパアルプスヒマラヤ

オーストラリアコンパスラムネベースボールテニス

ピンポンサッカーバスケットボールプロマネージャー

ツーアウトフルベースライトライトフライ

ゲームセットオルゴールコーヒーコレラアルコール

アメリカクリスマストランプキリストランドセル

ノンフィクショ

ン

ファースト

ヒンディ

プイ

メロディー

ラジオ クラライジノー

ネ

デ

六

ン
0
、ノ、ノト

学



カステラボタンタバコキリシタンカードカルテ

ポルトガルドイツスペインライスボールバッター

ガソリントラックタイヤサーベノレパイプヨット

ボートシチューサミュエル=ブルーチャンス

アムルードクリス=バン=オールズバーグインドホテル

ジャイプールバスグループマヘシサンジスニタ

ペンシルカイトゲームレンズワルツハーモニー

マットヒントオリオンスイミングクラブミニスカート

アルプスヨハン=シュトラウスプラネタリウムピカソ

年

②国語教ネ斗書以外の小学校の教ネ斗書に見られる外来語の表記

国語教科書の調査によって、高学年になると第1表右欄及び第2表の表記を含むものが現れるこ

とがわかったので、小学校6年生用の国語科以外の科目の教科書について外来語調査を行った。

結果は資料3の通りである。

資料3から、以下のことが考えられる。

0資料2 にも、資料3にも見られない表記が、第1表左欄にっいてなお17ある。次の通りである。

「キョ」rニャ」「ニョ」「ヒャ」rヒュ」「ヒョ_1rミャ」「ミョ」rりヤ」「りユ」「ギョ」「ビャ」

「ビュ_1rビョ」「ピャ」「ピュ」「ピョ」

0第1表右欄を含む表記は、人名・地名を除くと以下の通りである。

r ラ"イ^「 3才工.イ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.........フ'ルニフ、、ミ、、ト

キャノブイープイーハ、ク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・飲食

フエルト"""・・・・・・'・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:生活条隹壬竜

rビーティービー」「フェライト」 rフォルテ」「メゾ・フォルテ」

}・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・専門証「クレシェンド」「デクレシェンド」

「チェロ」「ファゴ、ツト」「ティンノξ二J rアコーディオン」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・楽器

「セーフティーマット」「フォアボール」「フィールドスロー」

「ファウル」「チェストパス」「フェイント」「フォロー」

「フォークダンス.「ヘッディングシュート」「ヘッディング」

「フォワード」「キャンプファイヤー」

0第1表右欄の表記では、 bソア」 bソオ」の 2つが提出されないままである。

0第2表を含む表記は、「テューバ」(楽器)、「ノルウェー」(国名)、「ハーフウェイライン」(ス

ポーツ)である。

0音楽の教科書では、意識的な書き分けが見られる。

.「テューバ」を一般的な rチューバJ とせず、できるだけ原音に近づけようとしてぃる。

・「バレエ」と表記し、バレーボールの「バレー」との区別をつけようとしている。

イメージ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スナーソ
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.「バイオリン」にっいては、児童の発達段階を考えて「ヴァイオリン」と表記したと考えら

れる。

センチメートルアジアシナシーアンベトナム

モンゴルヨーロッパポルトガルスペインオランダ

アメリカキリストフランシスコ・ザビエルペリ

シーボルトビスケットパンポストガスアイヌ

ノルマンシャンハイイギリスフランスドイツ

リヤオトンロシアペキンサハリンオーストリア

ソビエトイタリアインドシナボートダンスグラフ

デモカルタヒントバラックテレビハワイ

カラーテレビオーストラリアポツダムサンフランシスコ

アラブサウジアラビアインドネシアオーマンメキシコ

ブラジルグリーンランドマレーシアイスラムメッカ

アフガニスタンベトナムスエズキューバパキスタン

イランイラクパラグアイチームプロックジフテリア

ニュースポスターパーセントドッジボールソーダ

ボーキサイトアルミニウムカメラテープレコーダー

トラックコーヒーシャツダムエスキモーオキシフル

プランクトンユネスコスポーツ

資料3 国語科以外の教ネ斗書に見られる外来語の表記

第

社

1 表 (左) 第 1表(右)

アルジェリア

フォークランド

ヘクミリグラム

グラフページ A (エー) B (ビー) C (シー)

E (イー) F (エフ) G (ジー) H (エイチ)

1(アイ) K (ケイ)エ(エル) 0 (オー)テープ

第 2 表

算

コースハイキングコースガソリンテーブルノート

バケツトタンランプドッジボー ト スコ^

ゴムチームサッカーハンカチチョコレートリレー

モノレールバナナレコードアールオリエンテーリング

ヘクタールコップトンミリリットルキロリットノレ

エジプト

サイダー

アラビアロ^气,

ストップウオッチ

D (ディー)

J (ジェイ)

キャンディ

メー

エックスナイルフランス

メスシリンダーヘロドトス

デシ
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ギリシア

グラフマッチプランタースライドガラスペン

カバーガラスハウスピンセットスチールウーノレ

アルミニウムナトリウムリトマスガラスアルカリ

アンモニアポリエチレンガーゼパンストロードリル

レントゲンパイプボーリングスケッチプラスチック

タイヤハンドルフライパンアルコールランプボール

ビーカーフラスコストーブチョークガスバーナー

コイルセロハンテープエナメルクレーンモータ N

S レントゲンアポロランドサットミルククラウン

アメリカユタネパールグランドキャニオンヒマラヤ

アンドロメダオリオンゴリアアロサウルス

エゾサウルス

エクアリス

理

エト ト・レコード

エプロンカバーサンドイッチページアイロンテレビ

シンジスマークジャスマークジョギングマーク ミ

カードポケットアウトラインステッチクロスステッチ

ブランケットステッチフライビタミンキャベツサラダ

ハムエッグソーセージハンバーグステーキトマト

カロチンハムウインナーソーセージズボンスカート

レーヨンボリエステルボタンアースマヨネーズソース

フライドポテトグループポテトサラダベーコンエッグ

ベーコンパセリバタートマトケチャップカーテン

ルクススタンドルームクーラーストーブアルミ

サッシサービスチーズマーガリンフレンチソース

フランスパンレタスポットオープンサンドイッチ

ロールサンドイッチスプーンレモンミルク

レモンスカッシュプレゼントカタンスナップ

アップリケ

ビーティービー

フェライト

ロ^ツエ

コントラバスバイオリンビオラピッコロフルート

オーボエイングリシュホルンクラリネットオーケストラ

トランペットトロンボーンホノレングッデーグッバイ

マイフレンドピアノメゾ・ピアノオルガンハーモニカ

ユージカルロジャーズエーデルワイス ミ

サウンドオブミュージックハマースタインアメリカミ

オーストリアマリアトラップグループリピート

シンバルホルストドイツレコードアカシアボヘミア

チェーンステッ

チ

ティーノ§ツグ

フェルト

チェロ

ファゴット

ティンノ、ニ

フォルテ

メゾ・フォルテ

クレシェンド

テューノゞ

ノルウェー
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ドボルザークニューヨークナショナルメヌエット

メトロノームロックアルバムペール・ギュント

イプセンオーゼグリーグアニトラアフり力

アクセントダフニスクロエラベノレバレエ

アイデアイメージトーテム・ポーノレニスオーケストラ

ボールメッセージガリバースケッチガードビル

カードアリョーシャレンガアルチューホワサインペン

ワイエスグラウンドホグ・デイクールベ ドルJ二

ローラースケーターカッターナイフバランススポーツ

ポスタープランシャドベックフランステープカッター

ランドヨットピンペンチレースクランクピンポン

ゴッホオランダアームハンドルストローラ・ク ロ^

ハンドドリノレカップ

リズムリレーバトンパスグループチーム

コーナートップスキップスタートダッシュスタート

タイムゴールスピードブリッジボールステージ

リズミカルバランスページガラスソフトボール

クラブルールアメリカスポーツコーナーピッチャー

チェコスロバキ

ア

ハンマージャック・カレルマン

ホームランヒットランナーアウトバント

ヒットエンドランゴロベースチャンススクイズ

ゲームクロールスタートターンプールタッチ

マットプールサイドビートゴムロールマット

リーダースタートラインスタートマストギャロップ

ジャンプバスケットボールバス ドノレコース

センタージャンププレーフリースローエンドライン

センターサークルヘルドボールドリブルダブルドリブノレ

トラベりングサイドラインセンターライン

フリースローラインフリースローレーンシュート

スローインリバウンドボールキャッチショルダーパス

アンダーパスオーバーヘッドパスノゞウンドパスシュート

ランニングシュートジャンプシュートプレイ

ボールアウトテントカヌーカッターサンドイッチ

リングシンバルレコードテーププレゼント

コロブチカロシアホップポイントバランストロイカ

ランニングスタンプツイストサッカーハーフタイム

体

セーフティーマ

ツト

フォアボール

フィールドスロ

朝

教

ハーフウェイラ

イン

ファウル

チェストパス

フェイント

フオロー

フォークダンス

キャンプファイ

ヤー

ヘッディングシ

トコ.

ヘッディング

フォワード

ストライクゾーンコン

育

(
文

ノ

図
工
倉
本
文
数
出
趣

トレノ口ト
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ゴールポストコーナーキックゴールキック

コーナーエリアゴールエリアゴールキーパーゴール

タッチラインフリーキックペースゾーンポジション

センタリングトウキックインサイドキックタイミング

アウトサイドキックトラッピングインステップキック

バックバックパスピンチインプレーアウトプレー

キックオフコースタイヤインフルエンザウイルス

マスクカルシウムタバコシンナースポーツ

スポーツテストバランスエネルギーカロリービタミン

ストーブテストジグザグドリブルチャンピオン

3 小学生新聞に見られる外来語の表記

児童を取り巻く言語環境は、学校だけに限らない。家庭生活においても見聞きする外来語は多い。

そこで、「毎日小学生新聞」をとりあげ、外来語の表記がどの程度見られるか調査を行った。取り上

げた新聞は、平成3年9月13日(金)から同17日(火)、 21日(土)から26日(木)の計12日間のも

のである。

結果は資料4に示す通りである。

資料4から次のようなことが考えられる。

0新聞に取り上げられている外来語は、実に多い。教科書1年間に提出されている外来語に匹敵

するくらいの外来語が1日分に盛り込まれている。

0まぎらわしい片仮名表記が多い。

・教科書では、外来音以外の片仮名表記は動植物名、擬音語、擬態語に限られるが、新聞では

その他の感覚的な片仮名表記が見られ、児童の混乱を招くと思われる。

(例)マンガ、サヨナラ、ニコニコ、ウソ、ズッコケ、ヒゲ、イッキ、ビックリ、ノッペ

り、オレ、オマケ、行きますワ、

0第1表・第2表にはない特別な音の表記も見られる。

ステエファニー

これらは、どちらも手塚治虫作の漫画の中の人物名である。

0教科書では出合うことのない表記もふんだんに記載されている。

主に地名・人名で、小書きした母音に出合うことが多い。特に、「トゥ」「ドゥ」rウォ1ツェ」

など、まだ外国語を学習しない段階にあっては、発音困難な表記も多用されている。

上記のことから、児童は日常生活の中で大量の外来語その他の片仮名表記と出合っていることが

はっきりした。従って、外国語を知らない段階でも外来語と分かる力、自力で読み書きできる力を

育てる必要があると考えられる。

テー

四

社
)
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9月

キャンプナイフイラストコピークロール

インドネシアメートノレプレッシャーバスレース

コーススタートプールスピードダウンリズム

リラックスピストルヒットドッジボールランプ

バックホームセンターデッドボールサードホームイン

ペースイギリスロシアヨーロッパノ町レチック

フランスシンボジウムサマーシンボジウムメンバー

ジョン・モントロールベトナムマニアアップ

ニューヨークゴルバチョフアジアアフり力

サンフランシスコポツダムチェックテストチャンピオン

キロメートルポイントスクリーンアニメワン・チャン

テレパシーセンターブームサッカーアニメ

トップストライカーイタリアプロサッカーチーム

ジュニアチームレベノレホット

13

第

資料4 小学生新聞に見られる外来語の表記

日

表 (左)

圈

カナダバンクーバーマーケットアマバンド

ゴールデンウイークガイドイングリッシュ

ナショナル・ホリデーバンフベースキャンプシーズン

ショッピングベストシーズンカラービオレッタ

プロダクションテーマラベルカセットテープダビング

クレヨンレターアンファンショックシリーズ

ベリーサンクスサンソンマリートリッパー

タイムトリップアリーナキャラオリジナルレモン

リハーサノレクッキングナッツレーズンチーズ

コーヒーココアカレーアルミホイル トソースミ

ヘルシーケースベーキングパウダーベンバナナ

キーウイピラミッドセロハンテープワールドテレビ

ハイキングツアーアニメーションカンアスラーダ

メアリーコリンマーサ

(『毎日小学生新聞』による)

第 1表(右)

チャンテ、イ・ノぐ

オン

ディーゼルカー

ファミリーラン

ド

フェア

ジェノノゞ

ハンディキャッ

プ

14

第 2 表

ボロブドゥーノレ

チャンディ・ム

ンドゥット

日

出

50

パズルシャープイメージエアポンプメモセット

15

カナディアン・

ロッキー

マノ、プイ

ファイヤー

パーフェクト

インフォメ

^゛

ブイコン

ゴムリングブロックゲームボーイストーリーデモ

ビクターケーニッヒシュミットラノレステゴザウルス

ナイトランケスターコンクールポスターワープロ

タイトルトークサテライトスペースカメラジュース

日

侶)

ストローデザイン

スター・ウォー

ズ

ルーク・スカイ

ウォーカー

タトウィーン

スマー

フアツション

スー・ノξ一ファミ

コン

ファミコンソフ

ト

ジェッケル

トユノ



コンピューター

クラスセーフリードスイストリック

エドアルド・ビリー・マイヤーピントアポロ

ブルース・ S ・マカビーソユーズドッキングジャングル

シリーズガスニュースノアヒドロキシプロリン

ツーアウトペルシャアフガニスタンヒンズークシ

インドカブールガンダーラアラブモンゴルアフガン

アフマッド・シャーイギリスアジアゲリラクーデター

イスラムハイウエーナンダリトラクタータジク

ウズベクハザラトルクメンスンニーノシャック

ガーベラアイスクリームデートコンセントトイレ

マーガレットオレンジシクラメンマラソン

インスタントクラスメートハーモニカカレンダー

ベランダバレーボールスキーサイクリングガムテープ

チョコレートスケートラッキーオーケーコーナー

クラプコンテストポエムスヌーピーサイン

ブロマイドシルエットアルコールサロンチケット

コンサートアンサンブルスペシャルスターコーラ

サービス

16

日

オフィス

ファクシミリ

フイルム

フォン・ケビツ

キー

コンタクティー

ムジャヒディン

スパゲティ

ファンタジー

エディアカラ

側
ポストフレッシュコピーライターバクテリアケア

マウンテン・ゴリラニーズアクセスリハビリテーション

レクリエーションベッドゼミナールストレスノック

ボクシングオリンピックバルセロナオランダメキシコ

ユンヘンソウルメダルエーススペインミノ＼^シンク

コロンブスサンタ・マリアウエルバマルコ・ポーロ

ジパングサン.サルバドル

パシュトゥン

51

ミステリーサークルテレビサミットムード

ネットワークセンタードラゴンズソコーロ

コンタクト・ストーリーベテランメードロニー・ザモラ

ダイナマイトマーククイズホバークラフト

モデルシップロビーヒントタイムタクシークーラー

クリーンバランスエネルギーオーストラリアブルネイ

タンカーマイナスエンジンタービンシステム

カロリービルゾーンオープングレードアップ

サイエンスプラザスタジオホールシアターロボット

17

日

図

アスファルト

ニューメディア

トロフィ

コージェネレー

シヨン

シユ

ボーノー

チャヴィス

ブームジャージー ガトラ

ラ

二 ト



ツイン

スポットランドサットスポンサータウン

トランペットトロンボーンカルシウム 、、

ムードジェットコースターコーヒーカップ

プロダクションビオレッタテープクノレド

アルセーヌルパンアフりカサイクルクレヨンイラスト

デートシールムードスポーツシステム

コンピューターメアリ センターアニメーション

テレスクリーンサンライズビジョンアニメワールド

21

日

仕)

クーデタークローズアップクールマニア

ワンポイントレッスンモータープロペラボトルカナダ

サマースクーノレコロンビアショッピングトーテムポール

ランチカヌースケジュールグラビアシートキャンプ

タイカンボジアラオスビルマベトナムバンビナイ

インクレッスンマジックワッペンアイロンアプリケ

トレーナーバンダナネクタイカセットラベルラシャ

スクロールジャンプミッキーマウスメガドライブ

ステージボスゲームオーバーパターンヒップアタック

ビットオープンゴノレフホールショットグリーン

カッププレーバトントワりングチームベネチア

シャイニングリーダーズコンプレックスギョーザ

チャーハンウインクマンドリンゴンドラサラリーマン

ベネチアーノピエロホテルワインキリスト

22

キーワード

キサーシール

ニユース

トテン

日

ティンカーベル

ジェットコース

旧)

コンテビデオカメラウルトラクイズホーム

ビデオカセットテープレコーダーポーズクラスメート

バーニー.ヒルポーツマスニューハンプシャー

ホットケーキライトスタートベンジャミン・サイモン

アドバイスヒューマノイドベストセラークーラー

パーセントリングパノラマショートフライランナー

バルトソビエトエストニアラトビアリトアニア

タリンロシアペットプロテスタントビリニュス

アウトラジオサラダデパートエレベーター

マイペースバットマカロニジャングルジムアマリリス

ヒヤシンスロングヘアデザイナーグラジオラス ママ

サークルシンガポールライントリケラトプス

ノぐーティ

アルファベット

テ'イズニーラン

ド

ボランティア

ワンダーフォー

ゲル

アコーディオン

フェノレト

フオース

ディスクカード

ダンテ'イ

23

ベスレコード

日

52

側

ター

メ・セージ

ジストロフィ

ベティー・ヒル

フイン

ナターシャ・パ

ジェリロ



バイキングメニューバランスランチルームサンキュー

フライドポテトパプアデッキニューギニアボイアナイ

チャイムメガネドナルド・ H ・メンゼルロッカー

クバヤサイドテーブルカーブウオータースライダー

スペースマウンテンスプラッシュマウンテン

エレクトリカルパレードバドミントンカヌーデザート

フルーツビッグサンダーマウンテンハイキング

イブニングプランコンクリートジャンボライン

ベンガルオリッサコンロパトロールワシントン

ポジションキャベツビニールアンモニア

25

日

姻

リサイクルユニセフカレーライスライター

ジョン・ G ・フラーコーネルマグニチュード

カール・セーガンインタビュー・テープマゼラン

エックスイラクマイナスメタンプロパンエチレン

シーズンタイプチップピッチャーカレンダー

サルモネラセーターゴールキーパーキャッチング

ジャーナルコアラアルカリナトリウムアルミニウム

メスシリンダープライドデビューグッピー

シンボルキャラクター

26

日

術

ソファ

ウオーター・ア

クティビティー

53

キャンプファイ

ヤー

デージイ(9 ・14毎小新聞)

ステエファニー・コレット

ウィリアム・プ

ース・ギル

ジャック.ヴァ

レー

4

ロープウェー

小学校(6年生)における「外来語の表記」に関する授業の実践

①外来語を探そう

目標・片仮名表記の言葉について関心を持つ。

・片仮名表記の言葉の中に、外来語とそうでないものとがあることに気付き、大体の見分け

がつくようになる。

教材教材としては次頁に掲げた1991年(平成3年) 9月20日付 r毎日小学生新聞」所載記事を用

いた。

発問 rこのプリント1枚の中から、外来語を見付けて印をつけましょう。」

(文章の内容に興味を持ち、また教科書以外の材料という新鮮さもあって、児童は喜んで学

習に取り組んだ。)

結果結果は資料5の通りである。
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1958~1959.6

(9 ・25毎小新聞) ノノ

クウェート

手塚オサム作品中の人物名

グンテ、



ι 3 )

ミ:-J式,':今C6g会、B^'3公→0会4乙へ

小学校(6年生)における「外来語の表記」に関する授業資料

新しいはん活動

平野道明

きょうはんが決まうた

今度の二ワトリはんはちょっとちが

つ

ニワトリのせわだけじゃなくて二ワ

トリ小屋を新しく

でかくする

さあ二学朗のはん活動は思い切りゃり

丈ニレ、

,1、 1991年9月20日(金縦日)

三鮒サ

遍1み学校瓢

、ノ

たまこも売りまくってクラスのちょ

金をふやす

おもしろくなっていきモうた

ニワトリは 1日5こたまこをうむか

ら量高

これからはん活動にもえる

毎
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'、台'

(罰31●駅゛1tl!司)

^

^

、コ

■亭長
"ー

凱

ぎ

ご

^

^

^

腿

^゛碧゛'
':'!

擬●:

エ¥',、'、"、,、、ノ

,1残烹'

^^、.、J、 1

>

゛

顯身

54

ゑ
J

園
晃
身
勺

一

.

隠

:
一
.
ユ
窟
'

'
;
県
、
,
.
丸
'
,
,

、
一

服
を
薯
て
泳
ぐ
の
は
し
ん
ど
い
。
け
れ
ど

.
も
し
も
.
の
時
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
た

L
 
,
一
、
.
ム
"
 
J
゛
・
、
古

黄
{
坐
^
一
泌
.

、
.
、
ー
、

、
、
・
^
,
・
エ
.
^
・

胤
、
・
、
'
・
^
難

発

、
.
ノ
^
、
^
^
、
.
^
、
.
゛ム

ノ
.
、

、
.

・
一
ず
'

J

甲
.

ム.
、

、
一

式

、
、

闇
.
i
 
.
、

゛
,
,
一
,

、
"
」

、
一
'
 
O
J
 
,
、
゛
.
◆
、
'
●

一
^
峯
^
・

、
^
毅
.
ゞ
遭
,

X
注

.
"
.
,

十
,
、
寸
^
气
.
●

、
,
、
、
、
」
¥
.
,
一

ミ
ェ
県
^

、
一
.
マ
、
.
、
"
'

3
,
,
、

、
貞

゛

し
一

剛
.

゛

一
"
、
一
.

い
つ
も
な
ら
二
十
五
訂
を
ス
ィ
ス
ィ
と
い
け
る
子
一

讐
誕

で
も
、
と
ち
ゅ
う
で
立
っ
て
し
ま
い
ま
す
0
す
る
と
、

「
立
つ
な
ツ
、
こ
こ
は
深
い
海
。
足
も
立
た
ん
と
こ
艸

ろ
と
思
っ
て
ガ
ン
パ
レ
ヅ
0
」
と
、
ど
な
り
声
が
と
一

び
ま
す
。
こ
の
前
の
連
合
水
泳
大
会
で
最
高
蛋
を
艸

い
う
壽
が
返
っ
て
き
ま
し
た
0

「
あ
っ
、
モ
れ
か
ら
、
女
子
は
で
き
る
だ
け
ス
カ
出
し
た
北
島
慎
太
郎
く
ん
で
さ
え
、
ジ
ー
ジ
一
ン
.

ー
ト
を
は
い
て
こ
な
い
よ
う
に
0
 
男
子
も
ズ
ポ
ン
は
ジ
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バ
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で
泳
ぐ
と
二
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五
訂
の
タ
イ
ム
は
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つ
一

も
の
二
倍
か
か
り
ま
し
た
0

で
き
る
だ
け
ジ
ー
パ
ン
が
よ
い
0
」

た
の
し
く
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役
に
立
つ
,
も
し
も
"
の
と
き
の
訓
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工
ー
ツ
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な
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で
な
ん
で
0
」
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そ
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に
、
で
き
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ら
ジ
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ジ
,
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着
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く
る
糠
(
く
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ん
)
0
 
モ
の
よ
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見
守
る
か
の
よ
岫

う
に
、
コ
ス
モ
ス
の
花
が
風
に
ゆ
れ
て
い
ま
し
た
0

と
、
お
も
し
ろ
く
て
、
た
め
に
な
る
0
」

モ
こ
ま
で
言
う
と
、
や
う
と
「
わ
か
っ
た
、
わ
か

つ
た
ワ
0
」
と
い
う
声
が
教
室
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
上
◇
お
こ
と
わ
り
「
風
の
学
校
ド
ッ
キ
リ
日
記
」
一

が
り
は
じ
め
ま
し
た
0
 
や
が
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は
一
ヨ
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、
訂
日
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す
0

一

、

窪
一
,

、
」
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に
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「
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も
し
ろ
そ
う
0
」
「
た
の
し
み
一

や
な
Υ
0
」
一
モ
ん
な
の
、
は
じ
め
て
や
0
」
「
わ
一Ⅱ

た
し
も
入
り
た
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な
丁
0
」
と
、
ロ
々
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出
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し
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。
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っ
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。
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艸
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に
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1
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資料5 児童が識別した外来語の表記

(C,~C即=児童、 0=正しく指摘できたもの、 X=正しく指摘できなかったもの)
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結果の考察

0外来語全体の発見率は75%である。何を根拠にして外来語と判断したかを尋ねると、第一に「片

仮名であること厶第二r物の名前のような言葉であること」といった理由を挙げていた。第一

の条件で選び出した児童は、 C '、 C 小 C 玲、 C⑳のように二呉答率も高い。

0発見率の低い外来語は、 rシーズン」「コスモス」「クラス」「メートル」「タイム」であった。

rシーズンJ は日常生活で身近に触れる機会が少ないようである。

「メートル」は単位記号であるため見落とした児童が多かった。

「コスモス」の漢字表記「秋桜」を知っていた児童の発言がきっかけで、外来語に漢語や和

語による別の言い方があることに気付くことができた。外来語の表記の指導は、表記の指導の

みにとどまらず、言葉の由来や、語章の指導と密接にかかわっていることが分かる。

0外来語でないものを誤って外来語としてあげたものは、全体で25%ある。分類すると次のよう

である。

1疑貫戸、言吾一ーー・ースイスイ、ノ§タノゞタ、キョトン、 Jニコ'ニコ

擬戸語 ドボーン、ウーツ、ウワー

動物名・・・・・・・・・ニワトリ

1^重力臣11・ーーー・・ノゞニタア 1己

ガンバレッ、センセ、入りたいなアその他

0上記のように片仮名表記にはいろいろのものが含まれているということに気付いたことをきっ

かけに、なぜ片仮名表記を使ったり、外来語を用いたりするのかということにっいて話し会わ

せた。児童の把握は次のようであった。

ア片仮名表記について

.擬音語.擬態語など、平仮名で書いたのと比べてはっきりと目に飛び込んでくる。

.動植物名も片仮名で書かれていると、漢字仮名混じりの文章の中で読み取りやすい。

・片仮名表記ぱかりになると、とても読みづらい。

.本来は「がんばれっ」であるが、片仮名で書かれているのは気合いの入った声がその人

の耳に残っていて、その強さを出したかったからではないか。

.「ー・したいなア」「ー・だワ」などは、よく漫画で出てくる。平仮名で表記されているとき

より、ちょっとはっきり言うときのように感じる。

.漫画によくあるから、つい自分も平仮名と長音記号とを一緒に使ったりしていた。気を

つけたいと思うようになった。

イ外来語について

.例えば、 r学級」よりも「クラス」の方が、ちょっとおしゃれな感じがすると思う。

.例えば、授業の合図の「チャイム」のように耳慣れた外来語もある。

この学習によって片仮名表記や外来語にっいてあらためて関心を寄せ始めた児童も多く、自主的

に新聞や書物、ニュースなどから外来語を集めたり、辞書を利用してどの国から伝わった言葉かを

調べたりしてくるようになった。そこで、収集してきた外来語を発表しあう時間を設けた。
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②発音通り書けるかな(調査学習D

目標調査に答える作業をすることを通して外来語への関心をさらに高める 0

発問テストではなく調査であることを伝えた後、表記調査対象語を教師が3~5回ゆっくり発音

し、書き取らせた。

同じ調査を、①の学習を行っていない他のクラスでも行い、結果を比較した。

結果結果は資料6 -1、 2の通りである。

結果の考察

0第1表左欄の表記は正答率がかなり高い。が、指導を行わなかったクラスでは「ビリニュス」

が低い。聞き慣れない言葉で、耳に馴染まなかったのであろう。

0第1表右欄を含む表記も、比較的よくできている。

第1表右欄で2 クラスとも正答率の低かったのは、「ヘルツェゴビナ」「コーデュロイ」で、

やはり普段聞き慣れない名前である。「ツェ」の表記は、国語の教科書では提出されない。理科

の教科書でこれから出合う表記(地名・ローツェ)である。と同時に殆ど耳にしない発音であ

るので、どう表わせぱいいのか見当がつかない様子であった。

rデュJ は、 5年生の国語(アンリー=デュナン)で出合うだけである。

0第2表を含む表記は、 2クラスとも正答率がかなり低くなる。しかし、なるだけ発音に近づけ

ようとする意識の高まりを認めることができる。

.「グァ」は、一般的に「グァ」 rガム慣用として「グワ」も認められてぃる 0

.「ヴァ」「ヴィ」は、一般的には「バ」「ビ」と書くこと力§できる。

・「ヴュ」は、「ビュ」と一般的に書くことができる。

・「'ソイ」は、一般的には「チ」と書くことができる。

・「クォ」は、・一般的には「クォ」又は rコJ と書くこと力§できる。

・「テュ」は、一般的には「チュ」と書くことができる。

外来音と一般的表記との違いを聞き分ける耳が育ってきているが、まだその表記に出合うこ

とが殆どないために、戸惑いが見られた。
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③どの発音かな(調査学習2)

②の学習で、特に第2表に示された外来音の表記が6年生にとっては難しいことが分かったので、

正答率の低かった言葉を再度取り上げ、 3種の表記の選択肢から選ぶ学習をすることにした。外来

語の表記の、「書き」ではなく、「読み」の調査を意図したのである。

結果は資料7 -1、 2の通りである。

結果の考察

0表記への理解力はかなり高い。

第1表右欄を含む表記については、 2クラスとも90%の正答率である。
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第2表の外来音を含む表記については①の学習を行ったクラスで85%、①の学習を行わな

かったクラスで72%の正答率となり、前項の調査に上ヒべて正答率が高い。

0第2表の中の「ヴュ」は、他の表記に比べて正答率が低い。

発音が聞き取りにくいということのほかに、一般に「インタビュー」という表記が広く行わ

れ、児童の目にもとまっているからであろう。
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2.同様な問題意識のもとに行われた調査研究としては早く、井沼敏子「国語教育上の諸問題^小学校の場合^」

(『「ことぱ」シリーズ4 外来語』文化庁昭和51年7月刊)がある。そこでは、国語、社会、理科の 1、 2年

の教科書(3社分)について調査された結果がまとめられている。なお、ほかに外来語指導の教材の研究、及び、

児童作文に用いられた外来語の分析も合わせなされている。
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